
◆用語について
正答率
各設問の正答率は、その設問に正答した児童・生徒の割合を示したものである。また、教科総合、
領域別、観点別等の正答率は、対象設問中の正答率の平均を表す。
標準スコア
全国平均の正答率を50とした時の換算値。
目標値（目標準拠評価法式のみ）
学習指導要領に示された内容について標準的な時間をかけて学んだ場合、設問ごとに正答できる
ことを期待した自動・生徒の割合。

主体的に学習に取り組む態度
数段階の思考を経て解く問題や、作業・記述量が多い問題について設定し
ており、「あくまでも今回の学力調査に限る」ものとし、限定的なもの。

●東大阪市内の小学校児童の学習状況を
調査し、学習指導要領に定められた学習
内容の定着状況を把握するとともに、今
後の学力向上および指導の改善に資す
る。

●調査目的に基づき、学習指導要領に定
める内容について、基礎・基本および活
用の力を測る問題で構成した。

●東大阪市内の小学校の3・4・5・6年生の児童
●調査対象教科は、国語・算数

令和4年度 3学期



(単位 ％)　★＝目標値 目標値 自治体

教科全体 72.2 64.9
基　　礎 77.6 71.0
活　　用 60.6 52.0

言葉の特徴や使い方に関する事項 78.0 69.0
情報の扱い方に関する事項 51.7 36.9
我が国の言語文化に関する事項

話すこと・聞くこと 81.7 84.2
書くこと 58.3 41.6
読むこと 70.0 67.1

知識・技能 71.9 61.6
思考・判断・表現 67.7 60.3

主体的に学習に取り組む態度 59.0 44.7
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「主体的に学習に取り組む態度」（数段階の思考を経

て解く問題、作業・記述量が多い問題）に課題が残る

（各カテゴリーの値は、全国平均を
50とした場合の標準スコアを表します）

小３国語は、教科全体の正答率が64.9％
で、目標値を7.3ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で
目標値に届かなかった。中でも、「主体的
に学習に取り組む態度」が44.7％で、目標
値を14.3ポイント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問7文章を書く大問6(2)話し合いをもとにしょうたいじょう
を書く

段落の役割について理解し，２段落構成で文章を
書いている。

文章を２段落構成で書くことができるかを
見る問題である。「段落に分ける」ことの意味が十分に理解で
きていないと、文章を組み立てることは難しい。まずは、「段
落」という定義を正しく捉えさせることが大切である。その上
で、教科書の教材文を意味段落に分けさせたり、ひと続きの文
章を、話題の切り替わりによっていくつかの段落に分けさせた
りする練習を積ませるとよい。

本問では、「小川さん」と「田中さん」の
意見を基にして、空欄に当てはまるように書くことが条件と
なっている。「小川さん」の発言から「地いきのみなさんに聞
いた話を生かした発表をする」こと、「田中さん」の発言から
「写真を使ってくふうして発表する」ことが必要な情報にな
る。これらの二つの情報を結び付けて、分かりやすい表現にし
ていく。複数の情報を取り入れて文章を書くことを苦手として
いる児童は多い。授業の中で、具体例を基に繰り返し学習して
いくように指導したい。
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(単位 ％)　★＝目標値 目標値 自治体

教科全体 68.9 65.2
基　　礎 75.3 70.0
活　　用 59.6 58.1
数と計算 67.4 62.3
図形 73.3 72.3
測定 71.3 70.0

データの活用

知識・技能 72.7 69.0
思考・判断・表現 57.5 53.8

主体的に学習に取り組む態度 60.6 58.4
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「思考・判断・表現」の定着に課題が残る

（各カテゴリーの値は、全国平均を
50とした場合の標準スコアを表します）

小３算数は、教科全体の正答率が65.2％
で、目標値を3.7ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で
目標値に届かなかった。中でも、「思考・
判断・表現」が53.8％で、目標値を3.7ポ
イント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問3(6)たし算・ひき算大問4かけ算
４けた－３けた＝３けた（繰り下がり３回）の計算が
できる。

減法の計算問題では、計算するけた数が増
えると、位がずれる、繰り下がりがあったことを忘れて計算し
てしまうなどの間違いが起きやすい。方眼のあるノートを用い
て、繰り下がったときには被減数を斜め線で消し、上に繰り下
がった後の数を書くなどの工夫をさせることで、一の位から順
番に計算していけば、必ず正しい答えを導き出せることを実感
させたい。

乗法のきまりはいくつかあり、「かけられ
る数を分けて計算しても、答えは同じになる」というきまりも
その１つである。かけ算のきまりは、教師が一方的に指導する
のではなく、九九表から児童が発見できるようにし、アレイ図
などでそのきまりが成り立つかを確かめさせる活動が大切であ
る。その際、例えば九の段は、一の位と十の位をたすと９にな
る、というようなその段固有のきまりと、乗法全てについて成
り立つきまりとがあるので、教師が的確に区別して指導すると
よい。
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(単位 ％)　★＝目標値 目標値 自治体

教科全体 69.0 64.2
基　　礎 74.7 71.9
活　　用 58.3 49.6

言葉の特徴や使い方に関する事項 76.8 76.3
情報の扱い方に関する事項 56.7 52.2
我が国の言語文化に関する事項 80.0 74.9
話すこと・聞くこと 62.0 55.4

書くこと 55.0 34.7
読むこと 65.8 63.3

知識・技能 73.0 71.4
思考・判断・表現 61.7 53.0

主体的に学習に取り組む態度 57.0 41.5
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50とした場合の標準スコアを表します）

小４国語は、教科全体の正答率が64.2％
で、目標値を4.8ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で
目標値に届かなかった。中でも、「主体的
に学習に取り組む態度」が41.5％で、目標
値を15.5ポイント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問1(1)話し合いの内ようを聞き取る大問7文章を書く
話の中心を明確にするための話し手の工夫を捉え
ている。

聞き取りの問題では、話の内容を中心に聞
くことになるが、授業でスピーチなどの聞き取りを行う際に
は、話し手がどのように話したのか、という話し方にも着目し
て聞くように指導することが大切である。そのような聞き取り
の結果を、児童どうしの相互評価に生かすことにより、話を聞
く態度を身に付けさせたい。さらに、スピーチをさせる際に
は、どのように話したら聞く側にとって分かりやすいのかを考
えさせて、話し方を工夫させるとよい。

本問は、取材メモを基に、第一段落に、取
材相手が市の絵画コンクールで入選したことと、そのコンクー
ルのテーマ、取材相手がかいた絵の内容を文章で書くことがで
きるかを見る問題である。目的や必要に応じて、まとめた文章
を書くことが重要である。日頃から授業の中で、学習している
文章が何の目的で書かれているものなのかを意識したり、学習
の見通しをもって授業に取り組んだりすることを、きちんと指
導していくことが必要である。

60.0 35.9 ▲24.1 65.0 54.6 ▲10.4

40
45
50
55
60

全国
自治体

ポイ
ント

ポイ
ント

内容の中心を明確にし，事実を伝える文章を書い
ている。

４年

国語

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(％)

教科全体

基礎

活用

言葉の特徴や

使い方に関す

る事項

情報の扱い方

に関する事項

話すこと・聞

くこと

読むこと

知識・技能

思考・判断・

表現

主体的に学習

に取り組む態

度

書くこと
我が国の言語

文化に関する

事項

「主体的に学習に取り組む態度」（数段階の思考を経

て解く問題、作業・記述量が多い問題）に課題が残る



(単位 ％)　★＝目標値 目標値 自治体

教科全体 66.3 58.5
基　　礎 71.1 63.8
活　　用 55.5 46.8
数と計算 67.3 60.2
図形 62.5 51.1

変化と関係 57.5 51.9
データの活用 65.0 59.7

知識・技能 69.8 62.1
思考・判断・表現 55.6 47.7

主体的に学習に取り組む態度 47.0 31.6
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小４算数は、教科全体の正答率が58.5％
で、目標値を7.8ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で
目標値に届かなかった。中でも、「主体的
に学習に取り組む態度」が31.6％で、目標
値を15.4ポイント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問18小数大問15(1)垂直・平行と四角形
示された考えをもとに，数の相対的な大きさを使って，小数の加法を整
数の加法に直して処理する方法を説明している。

相対的な大きさは、ある位の単位に着目し
て、そのいくつ分と見る見方である。例えば、3.21は0.01が321
個集まった数であるという見方である。相対的な大きさを使う
と、小数の加減は整数と同じ原理でできる。なお、5.4は0.01が
54個集まった数であるという誤答が考えられる。小数第３位ま
である位取り記数表などを活用して、5.4は0.01が540個集まっ
た数であることを理解させることが大切である。

平行四辺形は、１組の三角定規と分度器で
作図する方法と、コンパスとものさしで作図する方法がある。
前者は、平行四辺形が向かい合った２組の辺が平行であること
を踏まえた作図方法で、後者は、平行四辺形の向かい合う辺の
長さが等しいことを踏まえた作図方法である。このように、平
行四辺形の意味や性質の何を利用するかで、作図の方法は多様
にある。どの性質を利用して作図しようとしているのか、根拠
をもって作図できるようにすることが大切である。

60.0 29.2 ▲30.8 30.0 9.1 ▲20.9

40
45
50
55
60

全国
自治体

ポイ
ント

ポイ
ント

平行四辺形の作図ができる。

教科全体

基礎

活用
思考・判断・

表現

図形

変化と関係

データの活用

知識・技能

主体的に学習

に取り組む態

度

数と計算

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(％)

４年

算数
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て解く問題、作業・記述量が多い問題）に課題が残る



(単位 ％)　★＝目標値 目標値 自治体

教科全体 69.8 69.1
基　　礎 73.9 73.4
活　　用 60.6 59.5

言葉の特徴や使い方に関する事項 74.1 72.9
情報の扱い方に関する事項 45.0 36.2
我が国の言語文化に関する事項 60.0 60.6
話すこと・聞くこと 71.7 66.2

書くこと 63.3 59.2
読むこと 69.2 73.1

知識・技能 68.9 66.8
思考・判断・表現 67.3 66.1

主体的に学習に取り組む態度 67.0 64.6
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小５国語は、教科全体の正答率が69.1％
で、目標値を0.7ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で
目標値に届かなかった。中でも、「主体的
に学習に取り組む態度」が64.6％で、目標
値を2.4ポイント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問6(2)学校新聞を作る大問3(5)言葉の学習
情報と情報との関係について理解し，目的に応じ
て，文章を簡単に書いている。

本問で、記事の空欄部分を書くための条件
となっているのが〈注意する点〉であり、視力低下の原因とそ
の対策について書くことが示されている。これは条件でもある
が、ヒントにもなっている。「条件は書き方のヒントである」
ということを、授業の中のさまざまな機会に繰り返して指導し
ていきたい。ここでは、まず書き出しにつながるように、視力
低下の原因を、【取材メモ】にある「保健の先生の話」を基に
書いた上で、【資料】を参考にして、その対策について書く。
その際に、記事の文章に合うように敬体で書くことにも注意す
る。

文章の中で間違っている漢字を抜き出し、
正しい漢字を書く問題であるが、傍線部の漢字の読み書きを問
う通常の問題に比べると、正答率は下がる傾向にある。正しい
言葉を習得することは、言語力向上に直結する重要な内容であ
る。日頃から辞書指導を充実させ、知らない漢字に出合ったら
辞書を引く、迷ったら辞書で確認するという能動的な学習習慣
を身に付けさせることが大切である。
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「主体的に学習に取り組む態度」（数段階の思考を経

て解く問題、作業・記述量が多い問題）に課題が残る



(単位 ％)　★＝目標値 目標値 自治体

教科全体 60.0 56.1
基　　礎 66.1 62.3
活　　用 44.4 40.2
数と計算 65.3 61.0
図形 52.1 49.4

変化と関係 61.3 59.1
データの活用 45.0 37.9

知識・技能 65.3 61.1
思考・判断・表現 51.3 47.6

主体的に学習に取り組む態度 50.0 46.6
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「知識・技能」の定着に課題が残る

（各カテゴリーの値は、全国平均を
50とした場合の標準スコアを表します）

小５算数は、教科全体の正答率が56.1％
で、目標値を3.9ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で
目標値に届かなかった。中でも、「知識・
技能」が61.1％で、目標値を4.2ポイント
下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問9(1)小数のかけ算・わり算大問15(2)単位量あたりの大きさ，比例

小数の除法(小数÷純小数)の文章問題を図に表
している。

問題場面における数値の間の関係を正しく
捉え、演算を決定するためには、数直線を活用することが有効
である。数が小数や分数になると、演算の決定が難しくなるの
で、丁寧に指導したい。本問の数直線は２つの数量の比例関係
を前提にしているので、一方の量が○倍になれば、もう一方の
量も○倍になるという仕組みを、十分に理解させることが大切
である。

本問のように、作物等の収穫量を比較する
には、１㎡当たりの収穫量で比べる方法、又は収穫量１㎏当た
りの田の広さで比べる方法が考えられる。１㎡当たりの収穫量
は多い方がよく獲れること、１㎏当たりの田の広さは、面積が
小さい方がよく獲れることになる点を確認しておきたい。数量
の関係を数直線などに表す技能を身に付けさせ、その数直線な
どを利用して、自分のつくった式は何を求めているのかが分か
るようにさせることが大切である。
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(単位 ％)　★＝目標値 目標値 自治体

教科全体 69.6 66.9
基　　礎 74.1 71.6
活　　用 61.1 57.9

言葉の特徴や使い方に関する事項 74.5 73.0
情報の扱い方に関する事項 35.0 22.3
我が国の言語文化に関する事項 80.0 80.6
話すこと・聞くこと 78.3 80.9

書くこと 63.3 52.9
読むこと 60.8 58.3

知識・技能 69.3 66.3
思考・判断・表現 65.3 60.7

主体的に学習に取り組む態度 63.0 53.2
観
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50とした場合の標準スコアを表します）

小６国語は、教科全体の正答率が66.9％
で、目標値を2.7ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で
目標値に届かなかった。中でも、「主体的
に学習に取り組む態度」が53.2％で、目標
値を9.8ポイント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問5(3)説明文の内容を読み取る大問3(3)言葉の学習
情報と情報との関係について理解し，文章の情報
を整理している。

設問の枠内の「まとめ」は、「クジラのし
ぼうがもつ二つの働き」を整理したものである。この「二つの
働き」に着目しながら、文章の内容を読み返してみると、それ
ぞれの空欄に入る言葉が分かる。説明的な文章では、このよう
な要点の整理による視覚化ということが、内容を理解する上で
重要になってくる。視覚化により文章の内容の構造化を行うこ
とは、内容の理解だけでなく、他の知識や経験と結び付けてい
くことができる点で有効である。思考ツールとしても、授業の
中で是非取り入れていきたい。

普段の生活では、使い方が曖昧なまま敬語
を使用している児童も多い。尊敬語、謙譲語、丁寧語について
は、相手や場面に応じて適切に使うことに慣れるよう、日常の
言語生活に生きる指導をする必要がある。また、日頃から敬語
を適切に使った言葉遣いを心がけるよう指導し、コミュニケー
ションを円滑に行えるようにさせたい。
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(単位 ％)　★＝目標値 目標値 自治体

教科全体 68.8 62.9
基　　礎 72.8 67.5
活　　用 58.3 51.1
数と計算 71.4 65.1
図形 71.0 67.7

変化と関係 51.3 40.4
データの活用

知識・技能 72.4 66.2
思考・判断・表現 55.7 51.0

主体的に学習に取り組む態度 60.0 53.1
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小６算数は、教科全体の正答率が62.9％
で、目標値を5.9ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で
目標値に届かなかった。中でも、「主体的
に学習に取り組む態度」が53.1％で、目標
値を6.9ポイント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問4分数のかけ算・わり算大問6(1)分数のかけ算・わり算

除法の性質を用いて，分数の除法をしている。

除法の性質については、第４学年で学習
し、第５学年の小数の除法の計算の仕方や、第６学年の分数の
除法の計算の仕方を考えるときにも用いる。授業でも、除法の
性質を用いて計算の仕方を説明することになるので、早い段階
でしっかりと理解させたい。乗法の性質と区別が付くようにさ
せた上で、適切にこの性質を活用することができるよう指導す
ることが大切である。

本問の数直線は、２つの数量が比例してい
ることが前提となっている。まず、２本の線があることから２
つの単位が必要になり、「㎗」と「㎡」を用いることを確認さ
せる。次に、対応している数量の関係を見つけさせる。ここで
は、１㎗と４/５㎡、７/５㎗と□㎡が対応している。数直線上に
表す場合は、１㎗と７/５㎗の大小関係にも着目して表す必要が
あることを指摘したい。数直線に表したならば、比例の関係を
用いて立式すればよい。
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